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　　就業規則に則り、職員に業務上の命令を発したとこ
ろ、「知らない規定に従う義務はない。」と拒否してきまし
た。従わせることはできないのでしょうか。
　　就業規則の作成や変更において大切なことは、「合理
的な内容」と「周知」です。
　就業規則は、その内容が合理的でなければなりません。
労働条件を統一的に課すわけですから、常識的にみて受容
できるものでなければならないことはいうまでもないで
しょう。通常は、「一般･社会水準」等を勘案し、業界の標準
等を基礎としています。
　そして、行政官庁への届出だけでなく、職員に知らせる
必要があります。これを周知といい、紙媒体やパソコン等
で常時閲覧できるようにしておくことですね。では、「届出
はしたが、職員の知らない場所にしまい込んでいる場合」
と「届出は忘れているが、職員に見える場所に置いている
場合」とではどうでしょうか。効力があるのは後者です。就
業規則は、周知していないと職員に適用することができま
せん。反対に、周知していれば、仮に未届けであっても、職
員に対する効力に影響はないのです。
　この点は、労働契約法にその根拠がありますが、これは、
最高裁の2つの判示によって確立した判例法理を踏襲し、
「合理的な内容」と「周知」を法文化したものなのです。
　《判例1》「就業規則は、合理的な労働条件を定めるもの
であるかぎり法的規範性が認められ、労働者は、その存在
や内容を現実に知っていると否とにかかわらず適用を受け
る」
　《判例2》「法的規範として拘束力を生ずるためには、労
働者に周知させる手続きが採られていることを要する」
　判例2は、1の「労働者が知っていると否とにかかわらず」
という部分に「それは労働者に公開していることが前提で
ある」との趣旨を補充し明確にしています。
　従って、ご質問の場合も、「合理的な内容の就業規則を、
いつでも知ることができるようにしてある」のであれば、職
員は命令に従わなければなりません。
　次に、就業規則を変更する方法は二つあります。「職員の
同意を得て変更する」か「一方的に変更する」かです。同意
が得られた場合は、個別労働契約を下回ってさえいなけれ
ば、不利益な変更であっても不合理な内容であっても有効

です。ただし、この同意が職員の自由な意思によるもので
あることを客観的に証明できなければなりません。変更の
詳細な説明や代替措置があるか、内容を考える時間が十
分にあったか等が細かく検討されます。同意書を提出して
いたとしても紛争になりうるので、細心の注意を払う必要
があります。
　他方、使用者の一存で行う場合は、原則として不利益に
変更することはできません。しかし、その変更に合理性が
認められれば、変更内容は反対する職員も含めて適用さ
れます。
　ここまでみると、一方的変更の方が容易だと思われる
かもしれませんが、実は、変更時の合理性の基準は、作成
時と同じでありません。既存の内容を変更するときの比
較対象は、他社や世間でなく、変更前の内容なのです。裁
判所においては、「不利益の程度」「変更の必要性」「変更
後の内容の相当性」「交渉の状況」「その他の事情」の要素
で判断します。一例として、賃金を減額変更する場合を見
てみると、たとえ減額後の賃金が、なお同業種間の水準よ
り上回っていたとしても、下げ幅が大きいと合理性が否定
されることがあります。既に職員は変更前の賃金を基に
生活設計しているのであり、それを崩すほどの急な減額
は認められない、ということです。変更には、既得権の壁が
あるのです。
　以上のとおり、「合理的な内容」「周知」はともに重要では
ありますが、いかに合理性を備えた就業規則を作成したと
ころで、周知がなされていなければ、そもそも効力が発生
しません。その意味では、就業規則において欠落させては
ならないことは「周知」だ、ともいえるでしょう。
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令和２年８月２６日新規収載医薬品
商品名 一般名 備考

【内 用 薬】

会社名薬価（円）規格・単位

エンレスト錠50mg

エンレスト錠100mg

65.70

115.20 ノバルティス サクビトリルバルサルタン
ナトリウム水和物

972.00 小野 オピカポン

50mg1錠

100mg1錠

エンレスト錠200mg 201.90200mg1錠

25mg1錠オンジェンティス錠25mg

慢性心不全治療薬
（アンジオテンシン受容体ネプリライシン
阻害薬）

アテキュラ吸入用カプセル低用量

アテキュラ吸入用カプセル中用量

157.80

173.10 ノバルティス
モメタゾンフランカルボン酸
エステル/インダカテロール
酢酸塩

1カプセル

1カプセル

アテキュラ吸入用カプセル高用量 192.201カプセル

気管支喘息治療薬
（ステロイド薬/長時間作用性β₂刺激薬配合
吸入剤）

タブレクタ錠150mg

タブレクタ錠200mg

5,055.50

6,573.50
ノバルティス カプマチニブ塩酸塩水和物

150mg1錠

200mg1錠
非小細胞肺がん治療薬
（MET阻害薬）

バフセオ錠150mg

バフセオ錠300mg

213.50

376.20
田辺三菱 バダデュスタット

150mg1錠

300mg1錠
腎性貧血治療薬
（HIF-PH阻害薬）

サークリサ点滴静注100mg

サークリサ点滴静注500mg

64,699

285,944
サノフィ イサツキシマブ

（遺伝子組換え）
100mg5mL1瓶

500mg25mL1瓶

多発性骨髄腫治療薬
（抗CD38抗体製剤）

エナジア吸入用カプセル中用量

エナジア吸入用カプセル高用量

291.90

333.40
ノバルティス

モメタゾンフランカルボン酸
エステル/インダカテロール
酢酸塩/グリコピロニウム
臭化物

1カプセル

1カプセル

気管支喘息治療薬
（ステロイド薬/長時間作用性β₂刺激薬/
長時間作用性抗コリン薬配合吸入剤）

メーゼント錠0.25mg

メーゼント錠2mg

1,083.50

8,668.00
ノバルティス シポニモドフマル酸

0.25mg1錠

2mg1錠
多発性硬化症治療薬
（スフィンゴシン-1-リン酸受容体調節薬）

ダーブロック錠1mg

ダーブロック錠2mg

105.40

185.80
協和キリン ダプロデュスタット

1mg1錠

2mg1錠 腎性貧血治療薬
（HIF-PH阻害薬）ダーブロック錠4mg

ダーブロック錠6mg

327.40

456.10

4mg1錠

6mg1錠

パーキンソン病治療薬
（末梢COMT阻害剤）

6,078 ゼリア カルボキシマルトース第二鉄500mg10mL1瓶フェインジェクト静注
500mg 鉄欠乏性貧血治療薬

医薬品新規収載関連ニュース 医薬品情報

【参考】中医協総会資料(総-3、R2.8.19)、各添付文書

【注 射 薬】

487,413 サンファーマ チルドラキズマブ
（遺伝子組換え）100mg1mL1筒 乾癬治療薬

（抗IL-23（p19）抗体製剤）
イルミア皮下注
100mgシリンジ

1,532,660 中外 サトラリズマブ
（遺伝子組換え）120mg1mL1筒 視神経脊髄炎スペクトラム障害治療薬

（抗IL-6レセプターリサイクリング抗体製剤）
エンスプリング皮下注
120mgシリンジ

8,368.60 リリー グルカゴン3mg1瓶バクスミー点鼻粉末剤3mg 低血糖時の救急処置用薬

【外 用 薬】




